
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

べながら、歴史と作法を

学びました。参加者から

は「お菓子や食べ物に合

わせたお茶の楽しみ方

が分かりました」との感

想が聞かれました。 

 

 

 

  

━━代表の沼倉さんに、会の発足ときっかけ、会の特徴をお聞きしました。 

着物が好きな５人の仲間うちで稽古をしていましたが、翌年、「手結びを 

もっと広めたい」とサークルを立ち上げました。狭山きものサークルでは、 

器具などは一切使わず、昔ながらの紐を使って、自分で奇麗に着られるよ 

うになります。着付けを覚えて一番良かったことは、喜びや悲しみの席に、 

洋服だと色々迷いますが、着物があれば迷わずに済むことです。 

━━講師の藤永先生に指導のポイントを伺いました。 

着物は祖母から母へ、母から子や孫へと継承される日本の伝統文化です。 

どんな体型の人にも合わせられるよう、幅や長さが調節できます。最近の 

着物離れを寂しく感じながら、どうしたら日本の伝統文化を守り、若い人 

にも広めていけるか考えているところです。「早く、楽に、綺麗に、楽し 

「着物で出かける喜びを！自分で着られる楽しみを！」 

 

 

 

 

永く続く秘訣は、難しい曲を演奏し易いよ

うにアレンジすることです。（公民館学習室

にて） 

 よろず報告 

 

━━会員の永倉さんに入会のきっかけを伺いました。 

「当時、小学校１・２年生の子供たちがリコーダーを吹いているのを

見て、興味をもっていました。そんなとき友人から誘われたの。狭山

台公民館サークル認定第１号です。」 

「D・マンマー合奏団」は 1977 年に「親と子で一緒にリコーダー

を楽しみましょう」と元狭山台南小学校の PTA から始まりました。

「D」は「台南小」から、「マンマー」は「母（親）」から名づけまし

た。発足以来、毎年市民文化祭、東京リコーダー協会会員コンサート

等の演奏活動をしています。曲目は指導者の浅井先生と団員の希望を

織り交ぜて、古典からアニメソングまで幅広く選んでいるそうです。 

取材当日は会員 1４名が半円を作ってスコアを見ながら合奏に取り

 

 

サークル紹介 

 

狭山きものサークル 

 

Ｄ・マンマー合奏団 

「癒されます、古楽器リコーダーの音色」 

 

 

 

 

Ｄ・マンマー合奏団 

【活動日時】毎週火曜 14：30～16：30 

【会 員 数】１９名 男女比 １：５ 

【年 齢 層】６０歳代中心 

【会 費】月額 3,000円 入会金 500円 

【連 絡 先】五十嵐さんへ Tel: 04-2957-9267 

 

 

狭山きものサークル 

【活動日時】日曜（月２回） 9：00～10：30 

【会 員 数】１３名 女性のみ 

【年 齢 層】６０歳代中心 

【会 費】月額 1,500円 入会金 1,000円 

【連 絡 先】沼倉さんへ Tel: 04-2953-0758 

着物を着ると動作も淑やかに、

姿勢も良くなり、心もしゃんと

しますよ！（公民館和室にて） 

埼玉県警のメールマガジン 
「犯罪情報官 NEWS」に登録しませんか？ 

どという感想がありも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２８日（木）に狭山台アポック（地域防犯ネ

ットワーク）の総会が開催されました。その中で

出席した埼玉県警狭山署の警察官から、「地域で

発生した事件を速報で配信するメールマガジンが

あるので、是非登録し地域の防犯対策に役立てて

ほしい」とのお話がありました。右の QRコード

 

く」がポイントですね。 

取材後記取材当日は、若い方が体験で参加していまし 

た。「元々、着物には興味がありました。自分で着ら 

れるようになりたいし、楽しく続けていきたい」と目 

を輝かせて話してくれました。また会員それぞれがお 

気に入りの着物をきりりと身に付けた姿に、着物への 

深い愛着を感じました。（冨澤記者） 

介護者のための リフレッシュサロン 

 [日 時] 毎月第 1 月曜日 13：00～15：00  

    ※7 月は 6 日（月）に開催 

[場 所] 狭山台地区センター別室(狭山元気プラザ内)  

[費 用] 100 円   [申込み] 不要 

[問合せ] 富士見・狭山台地域包括支援センター 

Tel:04-2969-0080 

組んでいました。よく見ると、それぞれのリコーダーの

形とサイズが異なっています。小さいものからソプラノ、

アルト、テナー、バス、とだんだん太く長くなって、一

番大きいのがコントラバス。まるで混声合唱団のようで

す。身の丈ほどもあるコントラバス担当の五十嵐さんは

指揮も兼ね、右手を振って「１，２，３，４」と大きな

声でリズムをとります。時々リズムが崩れて中断。その

たびにドーッと笑いがひろがります。見学など、随時受

け付けていますので、興味のある方は是非！（葛西記者） 

 

 

 

 

 

民謡学習 章
あき

美
み

会 

日本伝統の民謡を三味線、尺八に

合わせて唄います。初心者歓迎！

ぜひ体験しに来てください。 

[日  時]  7 月 6 日（月）13：00～16：30 

[場  所] 狭山台公民館 学習室 

[持ち物] なし  [費  用] 無料 

[申込み] 6 月 30 日（火）までに池延（いけのべ） 

さんへ Tel:04-2957-5517 

 

 

狭 山 市 長 選 挙 

投票日：７月１２日（日） 

または埼玉県警察ホームペー

ジ内の「犯罪情報官ニュースメ

ールマガジンの申込み」から登

録できます。 

 

 

 

異食文化教室「お菓子と茶・茶・茶」 

どという感想がありも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 19 日（火）から３回にわたって、公民館にて

「異食文化教室「お菓子と茶・茶・茶」」を開催しま

した。講師の土田丹智子氏から、日中韓３か国のお

茶に合わせてそれぞれの国のお菓子の作り方を教わ

りました。普段飲まない様々な種類のお茶を飲み比

 

 
ゆかた教室7月 26日 

（1面参照） 

 


